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景観形成基準チェックシート（津市）
※空欄に記入し、該当する項目を選択してください。
	１　届出者の氏名
	〔
	
	〕

	２　行為の場所
	〔津市
	
	〕


３　行為地の属する区域

（１）一般地区（市内全域を指します。）
	■市街地景観ゾーン　
	
	□商業業務地エリア
□住宅地エリア
■工業地エリア
□一般市街地エリア
□海岸エリア


（２）景観軸

	行為地は、津市景観計画に定める景観軸に該当しますか。

	□はい
	□道路軸（津市景観計画p.34-35）

□鉄道軸（津市景観計画p.36-37）

□河川軸（津市景観計画p.38-39）
	□いいえ


４　景観形成基準（「Ａ１」「①」「ア．」などの見出し符号は、津市景観計画　景観形成基準解説書に対応しています。）
【Ａ１】建築物又は工作物の新築（新設）、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更
注「備考」欄には、記入しないでください。
	①規模・配置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　該当する項目すべてを選択してください。
	備考

	ア．
	周辺の景観と調和した規模や配置となっていますか。
	

	
	□周辺の建築物と同程度の｛□高さ・面積／□配置／□その他〔　　　       　　　     〕｝としている
□周辺に建築物はないが、周辺の自然景観や山並みに溶け込むような｛□高さ・面積／□配置／□その他〔　　　　　　　                                      　  〕｝としている
	

	イ．
	壁面は、道路から後退していますか。後退が難しい場合であっても、歩行者等に対する圧迫感を軽減するとともにゆとりある空間を確保できていますか。
	

	
	□壁面を後退している　□生け垣などを植栽している　□建物上層部の壁面を後退している
□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
□歴史的まちなみが整っている地区や、沿道の壁面が連続するなど街路景観の整っている地区である
※上記のような地区に該当する場合は、周辺のまちなみとの連続性に配慮して、壁面線の統一に努めてください。
⇒□周辺の建築物と壁面線を統一させる　□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	

	ウ．
	行為地は、まとまりのある農地、歴史的まちなみや特徴ある集落に近接していますか。
	

	
	□いいえ
□はい
※「はい」の場合は、規模や配置を工夫し、それらとの調和に配慮してください。
⇒｛□高さ／□配置／□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕｝を配慮した
	


	エ．
	行為地は、周辺の主要な道路や公園等の公共の場所から特徴ある山並みへの良好な眺望が得られる場所ですか。
	

	
	□いいえ
□はい
※「はい」の場合は、規模や配置を工夫し、背景となる山並みへの見通しの確保に配慮してください。
⇒周辺の｛□道路〔名称：　　　　　　　　　　〕／□公園〔名称：　　　　　　　　　　〕
／□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕｝からの見通しを確保した〔配慮した内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	

	オ．
	公園などに隣接していますか。
	

	
	□いいえ
□はい
※「はい」の場合は、公園などと一体的で、広がりのある空間を創出できるよう配慮してください。
⇒□公園などからできる限り離して建築物を配置する
□公園などとの境界に緑地帯を設ける
□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	

	ク．
	河川や海岸等水辺沿いの建築物等に該当しますか。
	

	
	□いいえ
□はい
※「はい」の場合は、規模や配置を工夫し、水辺が与える開放感をいかすよう配慮してください。
⇒｛□高さ・面積／□配置／□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　〕｝を配慮した
	


◆①に関して、その他配慮したことや工夫したことがあれば記入してください。
	


	②形態意匠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　該当する項目すべてを選択してください。
	備考

	ア．
	周辺の景観と調和した形態意匠となっていますか。
	

	
	□周辺の建築物と同様の｛□屋根／□軒・庇／□壁面／□開口部
／□その他〔　　　　　　　　                 　　　　　　            〕｝としている
□周辺に建築物はないが、周辺の自然景観や山並みに溶け込むような｛□屋根／□軒・庇
　／□壁面／□開口部／□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕｝としている
	

	イ．
	単調さや圧迫感を与えないような形態意匠となっていますか。
	

	
	□軒・庇を設ける　□開口部を広くとる　□壁面デザインを工夫する
□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	

	ウ．
	河川や海岸等水辺に面する建築物に該当しますか。
	

	
	□いいえ
□はい
※「はい」の場合は、開放感と親水性に富んだ空間を創出するよう、壁面などの形態意匠に配慮してください。
⇒□配慮した
	

	エ．
	行為地は、まとまりのある農地、歴史的まちなみや特徴ある集落に近接しますか。
	

	
	□いいえ
□はい
※「はい」の場合は、形態意匠を工夫し、隣地や周辺との調和に配慮してください。
⇒｛□屋根／□軒・庇／□壁面／□開口部／□その他〔　　　　　　　　　　〕｝を配慮した
	

	オ．
	反射性のある素材を屋根や壁面の大部分にわたって使用しないなど、周辺の景観から突出しない形態意匠となっていますか。
	

	
	□配慮した
	


	③附属建築物等　　　　　　　　　　　　　　　　　　該当する項目すべてを選択してください。
	備考

	ア．
	道路や公園等の公共の場所から望見できる位置に、車庫、立体駐車場、機械室などの附属建築物及び屋外階段、塔屋などを設けますか。
	

	
	□設けない
□設ける{□車庫／□駐輪場／□機械室／□屋外階段／□塔屋／□ゴミ集積所
／□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕}
※上記のような附属建築物等を設ける場合は、主体となる建築物との調和に配慮してください。
⇒□建築物と同様の色彩や仕上げとする　□シンプルなデザインとする
□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	


	④附属設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　該当する項目すべてを選択してください。
	備考

	ア．
	附属設備（屋外階段、塔屋は、除く。）は、設けますか。
	

	
	□設けない
□設ける
※「設ける」場合は、建築物本体及び周辺の景観との調和に配慮してください。
⇒□露出しない位置へ設置する　□格子やルーバー等で覆う
□壁面と同質の仕上げを施す　□建築物の外壁と同様の色彩とする
□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          〕
	


⑤色彩
（１）外壁や屋根などで使用する色彩をすべて挙げ、表内の「チェック欄」を選択してください。（基準を超える色彩については、アクセント色として（２）へ記入して下さい。）
	〔外壁基調色〕
	
	
	〔屋根色〕
	

	色相
	明度
	彩度
	チェック欄
	
	色相
	明度
	彩度
	チェック欄

	YR、0Y～5Y
	8以上の場合
	4以下
	□
	
	YR、0Y～5Y
	7以下
	6以下
	□

	
	8未満の場合
	6以下
	□
	
	
	
	
	

	R、5.1Y～10Y
	―
	4以下
	□
	
	R、5.1Y～10Y
	
	4以下
	□

	その他
	―
	2以下
	□
	
	その他
	
	2以下
	□


（２）アクセント色として着色する部分があれば、下表へ記入してください。
	
	北
	南
	東
	西

	見付面積
	
	㎡
	
	㎡
	
	㎡
	
	㎡

	アクセント色として着色する面積
	
	㎡
	
	㎡
	
	㎡
	
	㎡

	使用比率
	□5分の1未満
	□5分の1未満
	□5分の1未満
	□5分の1未満


◆②～⑤に関して、その他配慮したことや工夫したことがあれば記入してください。
	

	⑥素材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　該当する項目すべてを選択してください。
	備考

	ア．
	周辺の建築物等では、どのような素材が使用されていますか。
	

	
	□木材　□タイル　□コンクリート　□石材　□ガラス　□レンガ
□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
□周辺に建築物等はなく、景観の現況は、｛□山地／□田園／□その他〔　　　　　　　　　　〕｝である
※使用する素材は、周辺の景観との調和に配慮してください。
⇒□配慮した
	

	イ．
	地域の景観特性に応じて、使用する素材を選定しましたか。
	

	
	□行為地の｛□歴史的まちなみ／□田園集落／□自然景観／□その他〔　　　　　　　　　　〕｝という景観特性に応じて、｛□地場産材／□伝統的素材／□自然素材
／□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕｝を使用する
□使用できない〔理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	


	⑦外構　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　該当する項目すべてを選択してください。
	備考

	ア．
	接道部に塀やさくなどを設けますか。
	

	
	□設けない
□設ける
※「設ける」場合は、単調さや圧迫感のないものとし、できる限り生け垣や自然素材を使用してください。
⇒□単調さや圧迫感のないものとする　□生け垣とする　□自然素材とする
	

	イ．
	道路や公園等の公共の場所から望見できる位置に、擁壁を設けますか。
	

	
	□設けない
□設ける
※「設ける」場合は、単調さや圧迫感のないものとなるよう配慮してください。
⇒□緩やかな勾配とする　□長大な擁壁とならないよう適度に分割する
□植栽する
	


	⑧敷地の緑化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　該当する項目すべてを選択してください。
	備考

	ア．
	行為地内は、できる限り多くの部分を緑化できていますか。
	

	
	□配慮した　□配慮できない〔理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	

	イ．
	緑化にあたり、周辺の景観と調和のとれた樹種を選定していますか。
	

	
	□配慮した〔樹種：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
□配慮できない〔理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	

	ウ．
	行為地に樹形又は樹勢の優れた樹木は、ありますか。
	

	
	□ない
□ある
※「ある」場合は、できる限り保存又は移植し、修景等にいかしてください。
⇒□配慮した　□配慮できない〔理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	

	オ．
	広葉樹など四季を感じる樹種の植栽などにより、通りに彩りを添えるよう工夫していますか。
	

	
	□配慮した〔樹種：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
□配慮できない〔理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	

	カ．
	行為地は、工場が建ち並ぶ地区ですか。
	

	
	□いいえ
□はい
※「はい」の場合は、周辺への圧迫感などを和らげるよう、樹種や樹高、配置を工夫してください。
⇒□配慮した
□配慮できない〔理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	


	⑨その他　　　　　　　　　　　　　　　　　        該当する項目すべてを選択してください。
	備考

	ア．
	夜間の屋外照明は、過剰な光が周囲に散乱しないよう、どの点を工夫しましたか。
	

	
	□配置　□高さ　□向き　□明るさ　□光の色　□点灯時間　
□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
□屋外照明は、設けない
	

	イ．
	行為地内に景観を阻害している既存建築物等は、ありますか。
	

	
	□ない
□ある
※「ある」場合は、本行為にあわせて、できる限り周辺の景観に調和するよう修景してください。
⇒□配慮した　□配慮できない〔理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	


	⑩景観資源への配慮　　　　　　　　　　　　        該当する項目すべてを選択してください。
	備考

	ア．
	行為地は、文化財、特徴的な建造物や樹木等の景観資源に近接していますか。
	

	
	□いいえ
□はい〔具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
※「はい」の場合は、景観資源との調和に配慮してください。
⇒｛□規模／□配置／□色彩／□素材／□緑化／□その他〔　　　　　　　　　　　　　　〕｝を配慮した
	


◆⑥～⑩に関して、その他配慮したことや工夫したことがあれば記入してください。
	


◆工作物のうち電気及び通信施設に該当する場合は、⑪についても回答してください。
	⑪電気及び通信施設　　　　　　　　　　　　        該当する項目すべてを選択してください。
	備考

	ア．
	必要最低限の高さとなっていますか。
	

	
	□はい
	

	イ．
	上部を小さくするなど、安定感のある印象をあたえる形態となっていますか。
	

	
	□はい
	

	ウ．
	高さが30メートル以下の鉄塔の構造は、鋼管タイプとするよう努めてください。
	

	
	□鋼管タイプとした　□高さは、30メートルを超える
□鋼管タイプとできない〔理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          〕
	

	エ．
オ．
	山地や樹林地が背景となりますか。
	

	
	□はい
※「はい」の場合は、背景となる樹木等に溶け込むような色彩としてください。
⇒□茶系で低明度の色彩（マンセル値10YR2.0/1.0程度）とする
□灰色で低明度の色彩（マンセル値N4.5程度）とする
□それ以外の色彩〔マンセル値：　　　　　　　　　　〕とする
□いいえ
※「いいえ」の場合は、空に溶け込むような色彩としてください。
⇒□灰色で中明度のもの（マンセル値N7.0程度）とする
□それ以外の色彩〔マンセル値：　　　　　　　      〕とする
	

	カ．
	道路や公園等の公共の場所から望見できる敷地内に設備機器類を設置し、フェンス等で囲いますか。
	

	
	□いいえ
□はい
※「はい」の場合、フェンス等は、設備機器類を含めて茶系で低明度（マンセル値10YR2.0/1.0程度）のものとし、できる限り遮へい効果のある生け垣等を敷地周囲に配置するなど緑化してください。
・フェンス等の色彩について
□茶系で低明度の色彩（マンセル値10YR2.0/1.0程度）とする
□それ以外の色彩〔マンセル値：　　　　　　　　　　〕とする
・設備機器類の色彩について
□茶系で低明度の色彩（マンセル値10YR2.0/1.0程度）とする
□それ以外の色彩〔マンセル値：　　　　　　　　　　〕とする
・遮へいについて
□敷地周囲に生け垣等を植栽する
　□配慮できない〔理由：　　　　　　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	


◆⑪に関して、その他配慮したことや工夫したことがあれば記入してください。
	


【Ａ２】開発行為又は土地の開墾その他の土地の形質の変更（土石の採取又は鉱物の掘採を除く。）
該当する項目すべてを選択してください。
①形態意匠
□できる限り現況の地形をいかし、切土や盛土の小さな造成計画としている
□長大なのり面又は擁壁が生じない計画としている
□緑化ブロックや石積み、自然石を用いた擁壁により修景する
□のり面又は擁壁は、緩やかな勾配又は分割している
□のり面又は擁壁の前に植栽している
②緑化
□のり面や敷地の外周などは、できる限り多くの部分を緑化している
□周辺の植生と調和のとれた樹種を選定している〔樹種：　　　　　　　　　　　　　　　〕
□行為地にある樹木は、できる限り保存又は移植し、修景等にいかしている
◆その他特筆すべき事項があれば、記入してください。
	


【Ａ３】土石の採取又は鉱物の掘採
該当する項目すべてを選択してください。
①採取の方法
□行為地は、できる限り道路などの公共の場所から見えない場所とする
□公共の場所から見えるが、行為地が目立ちにくくなるよう工夫している
□公共の場所から見えるが、地形の改変をできる限り小さくする
②遮へい
□公共の場所から行為地が見通しにくくなるよう、圧迫感のない植栽や塀などにより遮へいする
③緑化
□採取や掘採を終えた部分から順次、緑化に着手し、できる限り速やかな景観の復元を図る
□のり面は、緩やかな勾配とし、行為後に緑化しやすくなるような採取又は掘採計画とする
□緑化に当たっては、その地域に自生し、よくみられる樹種を選定している
◆その他特筆すべき事項があれば、記入してください。
	


【Ａ４】屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆積
該当する項目すべてを選択してください。
①集積・貯蔵の方法
□道路や公園等の公共の場所から目立ちにくい位置及び規模とする
□積み上げの高さをできる限り低くしている
□敷地内の建築物等の背面に積み上げる
□高さや向きを揃え、整然とした堆積・貯蔵とする
②遮へい
道路や公園等の公共の場所から積み上げ場所を見えにくくするため、

□圧迫感のない植栽や塀などにより遮へいする
□歩行者等に安心感を与えるよう工夫する

□行為地への出入口は、必要最低限とする
◆その他特筆すべき事項があれば、記入してください。
	


一般地区【市街地景観ゾーン】





工業地エリア
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